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本取り組みでは、年に一度、里地里山での体験学習を実施。ふだんの生活ではなかなか出会うことのできない自然や農林
業の現場にふれ、昔から受け継がれてきた暮らしの知恵や、地域の人々の工夫を学ぶ。都市と農村、どちらか一方ではなく、
それぞれの利点を活かすことが、持続可能な暮らしにつながるという視点を大切にしている。また、生活環境学専攻の特色
である「衣・食・住・スポーツ・レクリエーション・自然環境」に関する幅広い学びを背景に、学生たちが体験を通じて
「持続可能な生活とは何か」を考える機会とする。

活動内容

近年、自然環境の変化や地域資源の活用が注目される中で、実際に現地に足を運び、自然や人々の暮らしを体感することの
重要性が増している。こうした背景のもと、「生活の中にある環境問題」を自分ごととして捉える力を育てるため、本学では
里地里山での体験学習を継続的に実施している。

きっかけ

展 望

大学生と農山漁村との連携事例

里山の暮らしを学ぶ 黒枝豆の収穫の様子

https://www.konan-
wu.ac.jp/dept_grad/dept_humanscience/environments/

今後も、地域とのつながりを大切にしながら、「里地里山」での体験的な学びの機会を広げていく。こうした体験を通して、
日常の食や生活がどのように支えられているのかを実感し、学生一人ひとりが「持続可能な暮らし」に目を向け、自分たちの
生活を見つめ直すきっかけとなることを目指す。
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黒枝豆農家さんより説明芋ほりの様子
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